
令和５年度 墨田区立第二寺島小学校 経営計画書 
 

  校長名 由良 隆   

学 校 目 標 
・よく考えて工夫する子 ・思いやりがあり助け合う子  

・体力のある元気な子  ・ねばり強くやりぬく子 

目指す学校像 

～自分とひとを大切にできる子～ 

◆規範意識や社会性を身に付けた思いやりのある児童 

◆自ら考え、友達と学び会える児童 

◆友達と励まし合いながら、最後までやり通すことのできる児童 

◆自分で自分の身を守ることのできる児童 

目指す子供像 

～自己実現をめざす学校～ 

◆児童一人一人が自分自身の思いや願いをもち、考える力を身に付けることのできる学校 

◆粘り強く最後までやり通す力を育成し、児童一人一人が活躍できる場をつくることので 

きる学校 

◆安心・安全な教育環境のある学校 

目指す教師像 

～使命感のある教師～ 

◆適正な人権感覚をもち、保護者や地域の方々と協力し、共育を推進できる教師 

◆児童の実態を分析し、児童理解の上に立って計画的・意図的な実践ができる教師 

◆指導力の向上をめざし、自己の力量を高めるために主体的・意欲的に研修に励む教師 

 

項

目 

取組の

視点 
取組目標 成果指標 

各 

教 

科 

等 

指 

導 

等 

確かな学

力を育て

るための

分かりや

すい授業

の実施等 

◎授業改善を推進する。 

主体的、対話的、深い学びに向けた授業改善  

・タブレット端末を活用し各教科の各教科領域の見

方考え方が身に付く。 

・校内研究授業と年間３回以上の授業観察により授

業力が高まる。校内環境が整備される。 

・校内での授業交流、各自２回以上 

・区の研究会への参加１００％ 

 指導教諭の授業参観若手教員は 1回以上 

 専門性を磨き、授業研究の発信を行う。 

・授業力向上の研修など、積極的に参加する。ICTの

活用を授業で進める。 

・カリキュラムマネジメントを進め、指導と評価の

一体化を目指す。 

 

 

・学年に応じた、タブレット端末

の使い方が児童に身に付く。全

教員が、タブレット端末を効果

的に使った授業を進められる。 

・ねらいを明確にした授業改善が

進む。児童の授業への満足度・

達成感 85％以上 

・全学級で ICT活用の授業が実施

され、児童が家庭でも使えるよ

うになる。 

・児童に基礎基本が定着し、自ら

学ぼうとする意欲が高まる。 

 

特別な支

援を必要

とする子

供に対し

ての、組織

的な支援

等 

○校内特別支援教育を推進する。 

・毎月の特別支援委員会を中心に個々の児童に 

 合わせた支援のための個別指導計画を作成し、合

理的な配慮のもと体制を整える。 

・毎週の生活指導夕会等での全職員への情報共有を

行う。校内研修を実施し、配慮児童への理解と、指

導力の向上、ユニバーサルデザインの理解と環境

づくりを目指す。 

○「まなびの教室」「くすのき学級」を充実させる。 

 安定した運営を進める。（支援の充実、環境づくり、

交流授業）専門家のアドバイスから、アセスメン

ト・分析・手立て・振り返りの流れが作られる。 

 

・個別の指導計画が充実し、児童

の成長につながる。 

・特別支援教育への理解が進む。

児童の安心感、学習意欲を高め

る環境づくりが進む。学級への

帰属感が高まる。 

・連携が進み、支援体制への児童・

保護者の満足度があがる。 

・アセスメント・分析・手立て・

振り返りの流れが円滑に行わ

れるようになる。 



社会的自

立に向け

た進路指

導・キャリ

ア教育等 

○最後までやり通すことのできる児童を育成する。 

・年間を通した、縦割り班活動他異年齢での活動 

 委員会・係活動・当番活動・登校班等の取組 

・幼保小中一貫教育の充実を目指す。１年生のスタ

ートカリキュラムの実施・中学校との連携による

なめらかな接続。 

・制限がある中でも、豊かなかかわりの中で体験的

な学習を工夫して進め、自己実現への意欲を育る。 

 

・児童の自己肯定感が高まる。 

アイチェックでのポイントが

上がる。 

・組織的・計画的に小１プロブレ 

ムや中１ギャップへの対応が

進む。 

・出前授業や仕事調べなどを通し

て、自分の将来について意欲的

に考え、夢や見通しをもつこと

ができる。 

生 

活 

指 

導 

等 

問題行動

の予防や

解決に向

けた組織

的な取組

等 

○いじめを許さない校風の醸成をめざし、いじめ防 

止方針案にのっとり、いじめの早期発見早期解決 

に取り組む。 

・年間 3回以上のいじめ防止の授業実施。 

・いじめ・不登校対応委員会を中心に、教職員全 

 員での関わり、毎週の生活指導夕会での全職員 

 への情報共有をもとに、即時対応する。（理由の

判明しない欠席２日で連絡対応） 

・SC・SSWほか関係機関との連携を組織的に進め、

児童のメンタルヘルスや学校への適応を早期に改

善していく。ICTの活用を進める。 

 

 

 

・いじめの早期発見早期解決が進

む。不登校の防止が進み、学び

への機会が増える。 

・児童の学級・学校への満足度が上

がる。 

・児童の意欲の向上・自己肯定感が

向上し、不安感等による欠席日数

が減る。ICTを活用した支援が増

える。 

基本的な

生活・社会

習慣、人間

関係作り

のための

心の教育

等 

○規範意識や社会性を身に付けた思いやりのある児

童を育成する。 

・委員会・係活動・当番活動・登校班の取組 

・登校班による、安全な登校を進める。保護者と連

携し、班長・副班長の児童を支援しながら、集団

での安全な行動様式を身につける。 

・身に付けるべき生活のルールを全教職員で確認 

 し、年間を通して、段階的に指導する。（学校生

活のルール、熱中症への対応、さん、君付け、呼

名等） 

・児童のよりよい関係づくりを目指し、相互に認め

合い励まし合う活動を計画的に実施する。 

 

 

・時間を守って行動できる。 

・活動の振り返りを行い、 

 各自が成長を実感する。（振り

返りカード） 

・言葉遣いなど意識し、思いやり

ある言動が増える。 

・児童の規範意識が高まる。 

・アイチェックで学級への帰属感

や、自己有用感が高まる。 

  

安全を確

保するた

めの取組

等 

◯安心・安全な教育環境のある学校づくりをめざ

し、自分で自分の身を守る事のできる児童を育成

する。 

・感染症予防・セーフティ教室 不審者対応、薬物

乱用防止などの学習を進める。  

・インターネット・ソーシャルメディア等の関り方

の学習を進め、ＳＮＳルールを実践する。 

・避難訓練（様々な想定場面での訓練） 

・安全指導日の指導の充実 

 保護者と連携した登下校訓練。 

・食物アレルギー対応の体制が強化され、研修と教

員のシミュレーション訓練年３回実施 

 

 

 

・児童に自分で自分を守る意識や

実践力が育つ。 

・SNS などにおけるルールが児童

に身に付き、トラブルが解消す

る。教員の緊急時の対応力が向

上する。 

・日頃から、情報共有や改善が進

み、重大事故にしない体制がで

きる。 

 



子供や保

護者から

の意見や

要望への

対応等 

◯適正な人権感覚をもち、保護者や市域の方々と 

協力し、共育を推進できる教師のいる学校づくり 

を推進する。 

・担任や副担任が、保護者・児童とつながり、相 

 談しやすい雰囲気作りをしていく。担任一人で 

 はなく、チームで動く。相談された内容を情報 

 共有し、その後の対応策を即時に確認し実施す 

 る。（いじめ防止対策委員会他） 

・個人面談･保護者会など目的に応じて、意見要望を

聞き取るような場面設定を行う。 

・SCへの相談など奨励する。SCの 4～6年生の全 

 員面接を実施する。 

・行事・授業アンケートは随時。学校の保護者ア 

 ンケートを１１月に実施する。 

・アイチェックを分析し、児童の学校への帰属意 

 識を高め、安心安全な学習環境を作る。 

 

 

 

・学校が開かれているとのアンケ

ート回答が 9割以上となる。 

・学校の対応に理解が進む。情報 

が入りやすくなる。教師の折衝

力や対応力が向上する。 

・SC活用の機会が増え、児童への

支援が強化される。 

･児童保護者の意見要望を取り入

れた、教育活動が進む。 

・日常の児童の見守りが進む。ア

イチェックの６月１１月の結

果から、対応が進み、学校への

満足度が上がる。  

学 

校 

の 

管 

理 

運 

営 

経営方針

に基づい

た、組織的

な教育活

動・学校運

営等 

◯「チーム二寺小」として推進する。 

・主幹主任教諭・事務による、校務改善と教 

 育活動の活性化を進める。 

・経営会議・企画会を充実させ、計画的で組織的 

 な提案をさせる。実施後は即時見直しを次年度 

 に向けて行う。 

・週案をもとに、計画的な教育活動を進める。 

・ジョブローテションによる、分掌組織の活性化 

 各自の仕事の効率化を進め、守備範囲を広げる。  

・計画的・組織的な対応が進み校     

務の見直しから、教育活動の取 

組の達成度が上がる。 

・チームでの動きが常となり、教 

育活動が効率的に進む。 

・授業時数の確保が進み、計画さ

れた教育活動の達成が見込め

る。 

・分掌での仕事の達成度が上が

る。 

子供の実

態に合わ

せた教育

目標設定

及び評価

等 

◯児童の実態を分析し、児童理解の上に立って計画 

的・意図的な実践ができる教師のいる学校づくり 

をめざす。 

・児童の実態を明確にし、学校の教育目標の達成 

 に向け児童像を決める。学級の目標や、教員の 

 自己申告に反映させる。 

・指導と評価の一体化を図り、評価基準を明確に 

 し、児童や保護者に分かりやすい提示を進める。 

 

 

 

・PDCAサイクルでの学校 

 運営が進み、課題や改善 

 点が明確になる。 

・到達目標が明確になり、取組へ

の意欲や関心が高まる。 

教育環境・

設備等の

整備状況

等 

◯墨田区 GIGAスクール構想を推進する。 

・ICTの環境整備を進める。活用研修を行う。 

 必要な場面でのリモート授業への対応が進む。 

・さらに学校の環境整備・美化を進める。 

 

・ICT による授業改善が進み、活

用度が上がる。 

・環境整備・美化が進む。 

家 

庭 

・ 

地 

域 

連 

携 

教育方針

や日常の

教育活動

の様子な

どを伝え

る取組等 

◯学校の情報を積極的に発信する。 

・情報メールの活用随時 

・フォームス等の情報収集を分析活用し、その都度

修正案を立てていく。 

・毎月の学校便り・学年便り等での発信。HPの充実、

毎週更新３回以上。 

 

・HPでの発信が 2割以上増える。 

・保護者アンケートで情報発信へ

の肯定的なポイントが上がる。

HPの閲覧数が上がる。 

  

保護者や

地域の理

解や協力

を得た教

育活動の

推進等 

◯地域教材・地域人材の情報収集を推進する。 

・児童のより良い学習環境づくりや、安全・感染予

防・地域防災・など、喫緊の問題解決のために、具

体的なチームを作り改善に取り組む。 

・学校支援ボランティアによる、児童への支援の体

制を作る。（ICT・授業支援・家庭学習支援・図書整

備・環境整備等） 

 

・学校の教育活動への理解が進

み、協力者が増える。 

 

 


